
試 験 地 設 定

(様式 1) 鹿屋営林署

天然更新による広葉樹用材林施業について 自61年度

至70年度

有用広葉樹 (ケヤキ、カシ、シイ、タブ)資源造成をめどとして、更新補助

業を行い、有用広葉樹を主体とする天然林施業技術の確立を図る。

開発 目的

71年 3月

土壊型 1 土性

63年 2月

BD(d)

林

況

本令 木種 樹 種 混交率 IIB高直径 瞥高 オ積 糠数 颯対照度 ド層植生

設経

定過

前

の

施

業

昭和 60年 12月 立木処分 (天然林 )

昭和 62年 12月搬出完了

昭和 63年 2月 植込実行

全

体

一〓
ロ

画

現地の実態に応 じ天然の更新力を活用しつつ、有用樹の植込みを行い

寸加価値の高い有用広葉樹林の造成を図る。



様 式 2
昭 τ口
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鹿魔

1.有用広葉樹ぼうが・稚樹発生数

2,有用広葉樹生長量

樹  種 ha当発生株数 ha当発生本数 備 考

コジイ 1.000 1,333 ※ ha当発生本数は 1株よりでているぼうが全部を含めたものである。

イタジイ 222 1,222

アラカシ 333 1,778

タ  プ 111 222

ク  ス 222

計 1,777 4,666

樹  種 根 元 径 樹   高 備 考

コジイ

1.2    cコ

1,1～ 1.3

139     c■

130-147 天 然 木

イタジイ

1.2

1.2

116

116

アラカシ ‐・６一］
148

116-173 〃

タ ブ

0。 9

0.5-2.2 ″

ク  ス

０

・

５

一０
・

５

４８

一４８

ケヤキ

0.6

0.5～ 0,7

69

46-93 植 裁 木

タ プ

0。 7

0。 6～0.8

32
_28～ 37 ″



様 式 2 Wゞ元子 技 術 開 発 実 施 報 告
‐

計 画

SCII

課  題 広 葉 樹 天 然 林 の 人 工 補 整 につ い て 継 続・ 新 規 担

　

当

造  林  課

開  発

箇  所

鹿 屋

営 林 署

目  的

広薬 樹 天然 林 を有 用広 葉 樹用材林へ誘 導 す る人工補 正 (刈 だ し植 込 み、 芽 か

き等 )の 方法 等育 成 天然 林 の施業方法 につ い て検 討す る。

指 示 。自主

開 発 期 間 S, 63～  H, 4,

年 度 別 実 施 経 過 年 度 実 施 報 告 年 度 実 施 計 画 備 考

(評 価 及 び 普 及 計 画 等 )

下刈 (雑 か ん本 の 刈 払 )実 施。

本 数 及 び生 長 量 調 査.

別 紙 の とお り。

2。

事 業 費 (技 術 開 発 ) 千 円 事 業 費 (技 術 開 発 ) 千 円



(様 式 4)

1. 有 用 広 葉 樹 ぼ う芽 稚 樹 発 生 数

鹿 屋 営 林 署

樹 種 ha当 り発 生 検 数 ha当 り 発 生 本 数 備
3

コ  ジ  イ
|、 0 0 Cl 3 7 0

|、 333 833

ア ラ カ シ 333 37C
|、 マ'78 1, 296

タ ブ lll 648 222 833

ク ス ||| 2 7 8 222 27e

イ ス 93 185

ウ ラ ジ ロ ガ シ 9〔 185

計
|、 777 1,  8 5 2

4、 666 3, 610

記 載 要 領  1.調 査 結 果 及 び 考 察 を 記 入 す る。

2.状 況 写 真 は 別 途 整 理 す る。



(様 式 4) 試 験 経 讐 う睡 言己 録   (そ の 2)
鹿 屋 営 林 署

課 題

2. 有 用 広 葉 樹 生 長 量

樹 種 根  元  径 樹 高 備 考

コ ジ イ

1.8
-一一―――一―   cm
l.7～ 2.0

222

C田

161～ 277
天 然 林

ア フ カ シ

2.0
-――――一一――   c ln

l.4～ 2.4

166

0田

109～ 250

″

タ プ

1.4
-―――――一一―  ca
O.5～ 3.1

86
0■

24～ 173

ク ス

1.0
-――一――一――  o■

0.7  1.3

74

c ul

55- 105

イ ス

0,9
-――一―――一―  c ln

O。 9

119

c al

l19 ″

ウ ラ ジ ロ カ シ

1.6
-―――一―――   c ul

l.6

110

C la

l10

記 載 要 領  1。  調 査 結 果 及 び 考 察 を 記 入 す る。

2, 状 況 写 真 は 別 途 整 理 す る。



(様 式 4) 試 験 経 過 記 録 (そ の 3)
鹿 屋 営 林 署

題

2. 有 用 広 葉 樹 生 長 量

樹 種 根  元  径 樹 高 備 考

ケ  ヤ  キ

0.6
-一一一一一――   cD

O.5～ 0.8

74

Cn

24～ 106
植 栽 木

タ ブ

0。 7

-―一―一一一―  c霊

0.7

39

C In

35～ 42

″

記 載 要 領  1.調 査 結 果 及 び 考 察 を 記 入 す る。

2. 状 況 写 真 は 別 途 整 理 す る。
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平 成 2年 度 技 術 開 発 実 施 報 告 書

桐むt2 顆

課

題

親 経常`特別月1 鮪

[1縮

課 |

開

発

個

所

麟

|ゝ
O、

|

期

間

昭和63年度

平成 4年度

予

算

科

目

研

究

開

発

費

額 品名 燿 単価 鑢

指,自 .fIEEl 任意 物 犠

よる醐 用鵬 について

罐

人件費 (]国曰洞出) ( )人

目

的

有用広葉樹 (ケヤキ.カシ.シイ.タプ)資源造成を目途として、更新補助作業

を行い、有用広葉樹を主体とする天然林施業技術の確立を図る。

目

的

麟

計 ( )人

全 体 計 画 笑 施 報

評 価

1、 下刈鋤

本数及び生長量調査2、

別紙のとおり

天然木のコジイ、イスの成長が良好である。

植込み木のケヤキ、タプの成長不良。



(様式 4)    試験経題瑠尿 (その 1)

1.有用広葉樹成長量

け

2,有用広菜樹ぼうが稚樹発生数

欄 根元径 鵬 艦

コシ・イ

2.8

-m2.5～ 3.2

262

-Cln210～360

天然林

アラカシ

2.2

-allO.7～ 3.0

167

-all
61～ 270

天然林

"゛

2.1

-mO.8´‐3.8

120

- Cm
31-223

天然林

1.4

-CmO.7～ 118

90

-all
75-114

天然林

1.4

- Oll
l.4

185

-Oll185

天然林

ウラシ'ロカシ

2.4

-Cnl2.4

180

-一一― Cm

180

螂

辮

0.8

-―
―an

O.6～ 1.0

87

-卸51～ 118

麟

0.9

-m
O。 9

44

-一 ―― 釧

40´シ47

赫

腫 HA当り発生件数 HA当り発生本数 艦

1

1

1“

ウラシ
ヾ
ロカシ 185

計 1,862



・予反 3千
技 術 開 発 実 施 報 告

天然更新による広葉樹用材林施業について

63～
H4年度

小の柄国有林
150り 棒 jヽ班

開

発

箇

有用樹ぼう芽、稚樹株数及びぼう芽、稚樹本数

調査、フ・詢卜3箇所(6*6)調査のうえha:
(ぼう芽、稚樹の区分なし)

以下同じ

有用樹及び植込木の成長量調査

樹種別平嚇 、軸 径

(注 )元年度以前の調査についてもフ
。
ロット数等

調査方法は同じである。



(桐むt4)

ノん ク

己一ヨロ

額
1、 有用広葉樹 (天然生)の成長は良好である

植込したケヤキ、タプの成長は不良である
原因は、天然木との初期成長差による被圧
が考えられる。

2、 植込木の枯損率HA当

ケヤキ 30%  タプ 15%
天然木の成励 昭 なための被圧と、野兎に
よる根元からの食害も含まれる。

年 度F分 難
織

有用広葉樹

コジ イ アラカシ タプ ク ス イ ス りう ジロ カヽ ′う 力゛ イタジイ

.777

一九

[LL (3/63*100) 0

S63」こ慮 6 6 0 0 0

H3年 度 5 5 0 0

F喬
駐
樹

有 用 1

‐,゛′́イ 口 う 力 ゛ タフ
・

ク ス イ ズ サラジロ カシレ う カミ rタ ジィ

冗 3.610 833 833 185

2 185

3 185 185

寸LL (3/63*100) 0

S63`こ席 5 0 0

T13年庁 28 6 R 0

EG-TDESK01
長方形



・聯ぼ牛キ
義吏 行薔F 澪罰 子進 夢曜 力短 華礎 ‐争讐ヽ

′TIItll本オ笹発にr,いて

4年度 実施報告
1 有川樹ぼう芽、稚樹株数及びぼう芽、稚樹本数

調査、り°口ヽット3筒所(伊6)調査のうえ1l a当換蝉
(ぼう芽、稚樹の区分なし)

以 F同 じ

12 5暴馴筆葛矯治合撃踏最曼誕
査

(注 )■年度以前の調査についてもフ
゜
けヽット数等

調査方法は同じである。



試 縫登   鎚豊  言己   嚢妻
鹿屋営林署

(本業式4)

考察
1、 有用広菜樹 (天然生 )の成長は良好である

植込したケヤキ、タプの成長は不良である

原因は、天然木との初期成長差による被圧

が考えら才じる。
2、植込本の枯損率M当

ケヤキ 3鑑   タブ 15%
天然木の成長が旺盛なための被圧と、野兎に

よる根元からの食害も含まれる。

ha当泰

生産F脊
63 1 1.777 1.0001 3331 1111 111
九 1.852 370 1   370 1  648

2 648

4 11.945 370 i    370 648

けけ (4/63■ 1 564 2501    ラーl   j― l  j― 1   0
音罹 qll癬

S63`羊′ 1 6 1    6 01        01     0 131  0

H4年 1 19 1   33 1   14 1          5 Э l D 0'  0

ロカシシラカシイタジイ
'

冗 13.610 1    833

213.7961  9261 1,11111,111  276 1    185 1    18o l
3.148 i    926 1   463 i l,

‐
一歩 0  0  %|

=士
夕11寸藉霊63年晨ヨ  1 1391  1481  581 481   :     |     1  1161  691

元 1 2221 1661 861 74 1191 1:110___二 __二 _■生聖
2 1   262 1    167     120 1    90    185 87   44

4 i   346 1    226     199    123 1  305

汗比 (4/63*100)1 2491  1531  3431 561 j― ラー 十        二う- 1      0 1    199 1344

平均根元径63 1 1.2 0.9,  0.5 0.610.7

死 1 1,8 1.41 1.0 .610.7

2.1 1   1.4 1   1.4

41  4.4 2.1 4.01 1.211

f士ヒ (4/63*100)   1   367 201 367 1  420    エラー
イ
ラー 0 200 i 214



技 術 開 発 完 了 報 告
様 式 3

昭和 63～ 平成 4年 度

植栽木の成長調査
昭和 63～ 平成 4年 度

lξ 本営林局

課  題 名 広葉樹天然林の人工補整について

指示・ 自主

区  分
任  意

発
　

間

開
　

期

昭和 63

～ 平成 4年度

担

　

当
森林整備課

目
　
標

新

か

更

は
て
を

し
立

と
確

途

の

日

術
を
技

成

業

造

施
源
林

資

然

＞

天

ブ

る

夕
す

，

０

こ

イ
体

シ
主

，

た

て

シ
樹

力
葉

，
広

キ
用

ヤ
有

ケ

，

＜

い

樹

行
葉

を

広

業
用
作

有
助

ｏ

補

る

結

果

る
わ
　
長

の
　
く
る

あ
思
　
成
も
　
広
す

で
は
　
る
る
　
を
待

盛
長
　
け
よ
　

い
期

旺
成
　
お
に
　
払
り

は
の
　
に
害
　
刈
な

長
ブ
　
期
食

　
の
く

成
夕
　
初

の
　
囲
き

。

の

，
　
の
兎
　
周
大
た

樹
キ
　
と
野

　

，
が

つ

葉
ヤ
　
木
び
　
は
害

か

広
ケ

・
然
及
　
育
食
な

用
だ
た
天
圧
　
保

の
れ

有
ん

つ

，
被

　
の
兎

ら

生
込
か
は
る

。
木
野
得

然
植
な
因

よ
る
込
と
が

天

，
く
原
に
あ
植
う
果

・
が
し
　
差

で

。
行
結

１
　
　
　
　
　
　
２

技術開発経費内訳

〈人工〉 円
＞

千

０２

２

　

　

２

２０

く
く

　
く

費

卿剛脚郵捌　［継
用

人　人̈中

＞

＞

　

＞

ま

０

　

　

０

１

ケヤ キ ,

0本 の

植込み本 1回坪刈 り, 有用樹以外 の刈払 い

(平 均樹高,根 元径 )

調査内容
① 下刈の実行

昭和 63～ 平成 2年度

② 稚樹及び萌芽株数の調査
昭和 63～ 平成 4年度

③ 有用広葉樹の成長量調査

めた

。

る
た

す
し

成
査

造
調

を
を

源
否

資
成

の
の

樹
業

葉
施

広
林

用
然

有
天

に
成

地
育

容

一
跡

，

内

一
伐

い

査

一
皆
行

調

一
の
を

と

一
林

み

過

一
然
込

経

一
天
植

発

一
　

の

開

０

＞

６
植

ａ

ブ
本
ｈ

夕

０

０

５

０

本

６

。

０

り

４

０
当

Ｏ

ａ
班

２

ｈ
小

キ
‘
林

ヤ

。
り

ケ
た
０

に

し
５

地

と
１

跡

地
林

林

験
有

然

試
国

天

，
柄

に

し
箆

月

行

小

２
実

定
年

を

；

設

３

え
積

地

６
植

面

験

和

形
所

試

昭

方
箇

ｍ

2.

評価及び普及指導

皆伐天然更新のなかに,ケヤキ,タ プの植込み を し,育成の成否の試
験調査 の結果,成果 は得 られなかつた。

ケヤキの場合,野兎の書 と天然本 との成長差 か ら被圧 され るので,大
苗 lm以 上の植栽が必要である。
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広葉樹天然林の人工補整につ いて
査事項
植込み本の生育調査
下刈保育の方法及び効果の検討
稚樹発生及び萌芽の推移調査 (昭和 63～ 平成 4年度 )

有用樹の成長調査     (    〃     )

調3.
１

１

２

３

い
た
と

て
る
体

し
か
主

布

は
を

分

を
樹

く
成
葉

広
造

広

が

の
用

林

源

有

然
資

，

天
樹

い

樹
葉
行

葉
広

を

広

用
等

緑
有

い

常

，
払

の
に
刈

等

も

の

プ

と
木

夕

と
灌

ｏ

，
る
雑

る

類

か

，
す

シ
は

み
立

力
を
込
確

，
用
植

を

イ
活

の
術

シ

の
プ
技

，
カ

タ
業

は
然

，
施

に
天
キ
林

域

，
ヤ
然

的
地

で
ケ
天

目
当

の

，
る

る
め
す

１

食
　
　
ん
　
き
た
　
　
お
率
る
　
よ
　
　
樹

　

，が

る

。
　
か
　
大
れ
　
　
と
比

い
　
も
　
　
４
　
キ
長

よ
た
　
雑
　
が
さ
　
　
の
の
て
　
長
　
　
生
　
ヤ
成

に

つ
　

の

ｏ害
待
　
　
２
種
き
　
成
　
　
伏
¨
　
ケ
が

兎
な
　
外
た
の
期

　

　

，
樹
て
　
で
　
　
天
　
だ
方

野

と
　
以
し
兎
け
　
　
１
の

つ
　
り

　

　

，
　
ん
の

た
％
　
樹
施
野

う
　
　
表
性
ま
　
余
　
　
で
　
込
然

ま
５
　
葉
実
と
を

　

　

，
駆
高
　
本
　
　
り
　
植
天

，
１
　
広
回
る
圧
　
　
は
先
が
　
０
　
　
お

　

，
，

れ
ブ
　
用
３
す
被
　
　
移
ど
率
　
０
　
　
と

ｏ
く
は

さ
夕
　
有
計
く
で
　
　
推
な
比
　
０
　
　
の
た

よ
で

圧

，
　
び
回
広

の
　
　
別

シ
の
　
３
　
　
３
し
は
プ

被
％
　
及
１
を

い
　
　
種
力
種

　

，
　
　
表
示
長
タ

が

０
　
り
年

い
よ
　
　
樹

ラ
樹
　
は

ｏ
　

，
図
成
工

木

３
　
刈

で
払
が
　
　
別

ア
性
　
数
る
　
は
で

の
人

み
キ
　
坪
ま
刈
育
　
　
度

，
陰
　
本
れ
　
】ｘ
フ
径
と

込

ヤ
　
た
度

の
生
　
　
年
イ
耐
　
総
さ
　
成

ラ
直
ブ

植

ケ
　
し
年
囲

の
　
　
の
ジ
の
　
り
な
　
の
グ
び
タ

，
，
　
と
２
周
木
　
　
芽

コ
等
　
た
み
　
径
を
及
生

め
は
　
象
成

の
生
　
　
う

，
類
　
当
と
　
一九
較
高
然

た
率
　
対
平
本
然
　
移
ば
は
シ
　

ａ
の
　
根
比
樹
天

な
損
　
を

”
み
天

ｏ
推
び

で
力
　
ｈ
も
　
び
長

の

，

盛
枯
　
木
３
込
た
た

の
及
移

，
　
の
た
　
及
成
木
た

況
旺
り
　
み
６
植
ま

つ
芽
樹
推

ス
　
樹
し
　
長

の
然
ま

ｏ

状
が
た
　
込
和

，
，
か
う
稚

の
イ
　
用
功
査
成
種

天

ｏ
た

育
長
当
果
植
昭
は
り
な
ば

る
間

，
　
有
成
調
高
樹

，
る

つ

生
成

ａ
効

，
，
て
な
れ
び
よ
年
プ

ｏ
の
は
長
樹
２

て
い
か

の
の
ｈ

の
は
を
い
と
ら
及
に
５
夕
る
在
新
成
均
木

い
て
わ

木
木

，
育
育

い
つ
果
得
生
新

，
，
か
現
更

の
平

み
除

つ
が

繰
勘
粧

詢
螺
螺
鳩
北
補

‐ま
，
職
額
詢
九
洵
報
燃
躙
剛
艇

飛
齢

靴

査
植
天
も
下
下

の
坪
な
果
稚
天
で
減
と
４

，有
樹

と
ク
ブ

い

調
＞
　
害
＞
　
木
　
く
効
＞
　
り
が

こ
　
く
＞
　
種
　
夕
よ

4。

定
月

設
年

地
定
所
積
況

験
設
箇
面
地

試
＞
＞
＞
＞

１

２

３

４

５

６

(7

2.

シ
特

て
　
ら
条
　
広
は
散
や

，
，
え
　
か
壊
　
も
印
分
り

シ
め
考
　
と
土
　
隔
目
に
や

力
極
を
　
こ
に
　
間

で
所
も

，
見
果

　
い
特

　

，
ど
箇
業

ス
を
効
　
な

，
　
が
な
た
作

イ
況
資
　
れ
は
　
る
プ
し
育

，
状
投
　
ら
て
　
あ

一
適
保

ブ
生

，
　
け

い
　
で
テ
の
が

夕
発
し
　
受

つ
　
＞

・件
う

，
の
討
　
見
に
　
み
る
条
ほ

は
樹
検
　
ど
キ
　
込

い
壊

の

て
葉
に
　
ん
ヤ
　
植

て
土
そ

い
広
分
　
と
ケ
　
積

し
も
た

つ
用
十
　
は

，
　
面
た
ら
ま

に
有
を
　
は
て
　
全
き
か

，

み

，等
　
木
し
　
番
を
点
ら

込
ら
件
　
然
と
　
記
難

の
え

植
か
条
　
天
体

ｏ
＜
困
果
考

の
と
利

　
の
主
る
え
に
効
と

業

こ
地
　
キ
を
あ
植
育
資
る

施
な

，
　
ヤ
等
が
形
保
投
あ

林
盛
位
　
ケ
ス
要
方
り

，
で

然
旺
地

　

，
ク
必
の
よ
く
き

天
に
で
　
は

，
る
隔
に
く
べ

る
も
所

ｏ
に
ブ
す
間
茂
に
す

け
と
箇

る
林
夕
行

ｍ
繁
り
に

　

，
１

お
長

い
あ
有

，実
４
の
か
ど
　
合
＜

に
成
な

で
国
は
て

，本
分
な
　
場
苗

方
生
少
き

の
み
し
は
生
が
え
　

の
大

地
発

の
べ
方
込
慮

み
然
る
植
　
キ
ら

察
隅

の
生
す
地
植
考
込
天
い
巣

ｏ
ヤ
か

考
大
等
発
行
当

，
を
植

，
て
て
い
ケ
係

イ
に
実
　
も
件
　
く
し
し
す
　
関

５

2

3

4

昭和 63年 2月
小箆柄固有林  150り 林小班
4.00ha
標高 270m,方 位 E,傾 斜 中,土性 壊土

土壌型 BD(d),深 度 中,緊密度 軟 ,

基岩 頁岩
広葉樹天然林伐採跡 (62年 12月 搬出完了 )

,♀軍
2]。 。。本 タプ 600本

試融地晨暑畠2奈手〕3妻 383晶喜堺Lッ ト(3
箇所 )を 設けた。

林況
有用樹の植込み

調査 プロ ッ ト

試験地位置図

野兎の害 と天然本 との初期 における成長差か らくる被圧の
m以上 )が適 当である。

39

EG-TDESK01
長方形



()わ クギ
`じ

:手 ″:ヽ す14)十岳たいう1じくて
′あう・

350

鋤

劉

200

150

1“

50

平均樹高成長

徹
+アラカシ 。天タブ △ クス 文 ケヤキ ▼人タブ

平均根元怪

年度
回 コジイ +アラカシ 。天タブ ▲ クス Xケヤキ マ人タブ

５

４

３

２

１

０

担

理

・４63

年度区分

生
数

発
水

医用 E
‐リイ ラカ〕 ス 雲

２２
63 幽８３３一π
2

比
0

63■F』距
‐０〇

一
‐００ 6 0

14駆

0
6‐3

ロ コブイ

40

EG-TDESK01
長方形


	081
	081-1
	081-2

